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4. Liposomal-Amphotericin B投与による低カリウム血症と適正なカリウム補正 
造血器腫瘍などの免疫不全患者に出現する真菌感染症は予後不良の合併症であり、
Liposomal-Amphotericin B が第一選択薬に推奨され汎用されている。しかし、




















B の投与が有用であるものの低 K 血症発現に注意が必要であり、K 値が 2.83mEq/L を下
回る前に K補正を開始することが必要であることを明らかにした。一方、患者指導では、
化学療法前に副作用の種類と出現時期を説明することが患者自らの対策と心構えに繋が
り、精神的ケアに有用であることを示した。 
以上、本論文は血液がんの化学療法に伴う副作用を軽減するための支持療法を薬学的
に検討し臨床応用した実践的な研究であり、多くの患者に恩恵をもたらすことが期待で
きる。よって、本論文は博士（薬学）論文として十分価値あるものと認める。 
